
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電源供給ラインに有電圧出力選択用ジャンパー接続部を設け、その有電圧出力選択用ジャ
ンパー接続部の下流側には、少なくとも１以上の無電圧出力選択用ジャンパー接続部を設
けた無電圧接点出力端子を含むようにして、複数の有電圧接点出力端子を並列に接続して
構成された防災受信機において、
上記電源供給ラインを第１の電源供給ラインとして、少なくとも１以上の別の電源供給ラ
インを第２の電源供給ラインとして、それぞれ並列に接続しており、
上記複数の有電圧接点出力端子の一部には、上記第１の電源供給ラインと、上記第２の電
源供給ラインとを切換接続するための電源ライン切替用ジャンパー接続部を設けたものを
含んでいることを特徴とする有電圧、無電圧出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防
災受信機。
【請求項２】
請求項１において、
上記複数の有電圧接点出力端子は、上記第１の電源供給ラインと、上記第２の電源供給ラ
インとに切換接続するための電源ライン切替用ジャンパー接続部を設けたものと、上記有
電圧出力選択用ジャンパー接続部に直接に接続されたものとを含んでいることを特徴とす
る有電圧、無電圧出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機。
【請求項３】
請求項１において、
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上記第１の電源供給ラインは地区音響制御用の電源供給ラインであり、上記第２の電源供
給ラインは防排煙制御用の電源供給ラインとして規定されていることを特徴とする有電圧
、無電圧出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかにおいて、
上記無電圧接点出力端子には、非常放送設備が接続される構成にしている有電圧、無電圧
出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機。
【請求項５】
請求項１～４のいずれかにおいて、
上記防災受信機は、地区音響／非常放送用出力端子と、防排煙端末用出力端子とを備えた
複合受信機として構成されていることを特徴とする有電圧、無電圧出力の選択設定可能な
フレキシブル対応型防災受信機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、地区音響装置や非常放送設備に加えて、防排煙端末装置を接続可能とした防災
受信機の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近時、集合住宅等に導入されている自動火災報知システムにおいて、地区音響装置や非常
放送設備に加えて、防排煙端末装置を接続可能とした防災受信機が広く使用されている。
このような防災受信機は、複合受信機とも呼ばれ、例えば、図４に示すような構成をして
おり、防災受信機１００は、端子Ｐ１，Ｐ２より商用電源の供給を受け、予め設けた監視
回線を導出させた入力端子Ｌ－Ｃより、火災感知器Ｓや発信機Ｐによる火災信号の入力が
あれば、所定の火災警報を出力するとともに、出力端子Ｔ１～Ｔ１０に接続された地区音
響装置Ｂや非常放送設備２００を作動させたり、あるいは出力端子Ｔ１１～Ｔ１５に接続
された防排煙端末装置３００（防火戸や排煙ダクトなど）を作動させるようにしている。
なお、図中、Ｃ、ＴＣ、ＴＣ’はそれぞれ共通端子を示している。
【０００３】
図５は、このような防災受信機の出力端子の電気的な関係を示した系統図である。
この図を参照して説明すると、防災受信機１００は、駆動電源Ｖに接続された地区音響制
御用の電源供給ラインＬ１に有電圧出力選択用ジャンパー接続部ＪＢを設け、その有電圧
出力選択用ジャンパー接続部ＪＢの下流側には無電圧出力選択用ジャンパー接続部ＪＥを
設けた無電圧接点出力端子Ｔ１６，Ｔ１７と、複数の有電圧接点出力端子Ｔ１～Ｔ１０と
を並列に接続する一方、電源供給ラインＬ１には、複数の有電圧接点出力端子Ｔ１１～Ｔ
１５を接続した、防排煙制御用の電源供給ラインＬ２を並列に接続した構成となっている
。なお、図中、Ｆは電源供給ラインＬ１，Ｌ２に過大な電流が流れると、その電流を遮断
するためのヒューズである。
【０００４】
ここに、有電圧接点出力端子Ｔ１～Ｔ１０のそれぞれは、制御接点Ｒ１を備え、有電圧接
点出力端子Ｔ１１～Ｔ１５のそれぞれは、制御接点Ｒ２を備えており、中央に設けた無電
圧接点出力端子Ｔ１６，Ｔ１７のそれぞれは、制御接点Ｒ３を備えている。
そして、このような構成において、有電圧接点出力端子Ｔ１～Ｔ１０のそれぞれは、地区
音響や非常放送設備の接続端子として使用され、有電圧出力選択用ジャンパー接続部ＪＢ
にジャンパー部材を取り付けると、地区音響接続端子として機能し、火災警報の出力時に
、制御接点Ｒ１を閉じることで、地区音響制御用の電源供給ラインＬ１を通じて地区音響
装置に駆動電源を供給する。
また、無電圧出力選択用ジャンパー接続部ＪＥにジャンパー部材を取り付けると、非常放
送接続端子として機能し、火災警報の出力時に、制御接点Ｒ１を閉じることで、非常放送
設備に無電圧接点信号を出力するようになっている。
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更に、有電圧接点出力端子Ｔ１１～Ｔ１５のそれぞれは、防排煙端末接続端子として機能
しており、火災警報の出力時に、制御接点Ｒ２を閉じることで、防排煙制御用電源ライン
をＬ２通じて、防排煙端末装置に駆動電源を供給するようになっている。
【０００５】
なお、図６は、防災受信機１００における出力端子の電源ラインの概略的な系統を示して
おり、有電圧接点出力端子Ｔ１～Ｔ１０と、有電圧接点出力端子Ｔ１１～Ｔ１５とを、受
信機に設け、有電圧接点出力端子Ｔ１～Ｔ５を地区音響装置あるいは非常放送設備として
、前半５回線分とする一方、有電圧接点出力端子Ｔ６～Ｔ１０と有電圧接点出力端子Ｔ１
１～Ｔ１５とを、地区音響装置と、防排煙機器とを接続する後半５回線分として、計１０
回線分が接続できるようになっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記した従来の防災受信機では、有電圧接点出力端子Ｔ６～Ｔ１０の用途は、
監視回線に接続する火災感知器を自火災報システムに使用するか、防排煙連動システムに
使用するかによって定められ、そのため、いずれのシステムにも使用できるようにするた
め、地区音響用の電源供給ライン、防排煙連動システム用の電源供給ラインが必要となり
、
出力端子を、そのいずれかに選択してしまうと、選択されなかったシステムの出力端子は
余ってしまい、無駄であった。
【０００７】
また、制御接点も、使用する可能性にある、すべての出力端子に対応して設ける必要があ
るため、制御接点を設けるプリント基板が大きくなり、それに伴って、防災受信機自身が
大型化し、製造コストを上昇させる要因となっている。
本発明は、上記事情を考慮してなされたものであり、自火災システムと防排煙連動システ
ムとに共用する場合の出力端子の数を少なくして、それに伴って、制御接点の数を減らす
ことで、それらを設けるプリント基板および防災受信機のサイズを小型化し、製造コスト
の軽減できる防災受信機を提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明の請求項１に記載の有電圧、無電圧出力の選択設定可
能なフレキシブル対応型防災受信機では、電源供給ラインを第１の電源供給ラインとして
、少なくとも１以上の別の電源供給ラインを第２の電源供給ラインとして、それぞれ並列
に接続しており、複数の有電圧接点出力端子の一部には、第１の電源供給ラインと、第２
の電源供給ラインとを切換接続するための電源ライン切替用ジャンパー接続部を設けたも
のを含んでいる。
【０００９】
請求項２に記載の有電圧、無電圧出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機で
は、複数の有電圧接点出力端子は、第１の電源供給ラインと、第２の電源供給ラインとに
切換接続するための電源ライン切替用ジャンパー接続部を設けたものと、有電圧出力選択
用ジャンパー接続部に直接に接続されたものとを含んでいる。
【００１０】
請求項３に記載の有電圧、無電圧出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機で
は、第１の電源供給ラインは地区音響制御用の電源供給ラインであり、第２の電源供給ラ
インは防排煙制御用の電源供給ラインとして規定されている。
請求項４に記載の有電圧、無電圧出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機で
は、無電圧接点出力端子には、非常放送設備が接続される構成にしている。
【００１１】
請求項５に記載の有電圧、無電圧出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機で
は、防災受信機は、地区音響／非常放送用出力端子と、防排煙端末用出力端子とを備えた
複合受信機として構成されている。
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【００１２】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態について、図面とともに説明する。
図１は、本発明の防災受信機の要部の一例を示す内部構成図である。
この防災受信機１は、第１の電源供給ラインＬ１に有電圧出力選択用ジャンパー接続部Ｊ
Ｂを設け、その有電圧出力選択用ジャンパー接続部ＪＢの下流側には、無電圧出力選択用
ジャンパー接続部ＪＥを設けた無電圧接点出力端子Ｔ１６，Ｔ１７と、複数の有電圧接点
出力端子Ｔ１～Ｔ１０を並列に接続しており、そのうちの有電圧接点出力端子Ｔ６～Ｔ１
０には、第１の電源供給ラインＬ１に並列接続された第２の電源供給ラインＬ２を導出し
、それぞれに電源ライン切替用ジャンパー接続部ＪＳ１～ＪＳ５を設けている。
【００１３】
ここに、第１の電源供給ラインＬ１は、地区音響制御用の電源供給ライン、第２の電源供
給ラインＬ２は、防排煙制御用の電源供給ラインを構成している。
なお、図中、Ｆは第１、第２の電源供給ラインＬ１，Ｌ２に過大な電流が流れると、その
電流を遮断するためのヒューズである。
ここで、電源ライン切替用ジャンパー接続部ＪＳ１～ＪＳ５は、ここでは、有電圧接点出
力端子Ｔ６～Ｔ１０に設けているが、すべての有電圧接点出力端子Ｔ１～Ｔ１０に設けて
いてもよい。
【００１４】
また、有電圧接点出力端子Ｔ１～Ｔ１０のそれぞれは、制御接点Ｒ１を備え、無電圧接点
出力端子Ｔ１６，Ｔ１７は、制御接点Ｒ３を備えている。
このような構成において、有電圧接点出力端子Ｔ１～Ｔ５のそれぞれは、地区音響や非常
放送設備の接続端子として機能し、有電圧出力選択用ジャンパー接続部ＪＢにジャンパー
部材を取り付けると、地区音響接続端子として機能して、火災警報の出力時に、制御接点
Ｒ１を閉じることで、地区音響装置に駆動電源を供給する一方、無電圧出力選択用ジャン
パー接続部ＪＥにジャンパー部材を取り付けると、非常放送接続端子として機能して、火
災警報の出力時に、制御接点Ｒ１を閉じることで、非常放送設備に無電圧接点信号を出力
する。
【００１５】
有電圧接点出力端子Ｔ６～Ｔ１０のそれぞれは、地区音響装置や非常放送設備の接続端子
に加えて防排煙端末装置の接続端子としても機能しており、有電圧出力選択用ジャンパー
接続部ＪＢにジャンパー部材を取り付け、更に、それぞれの端子Ｔ６～Ｔ１０に設けた電
源ライン切替用ジャンパー接続部ＪＳ１～ＪＳ５の４ピンと６ピンとにジャンパー部材を
取り付けると、地区音響接続端子として機能して、火災警報の出力時に、制御接点Ｒ１を
閉じることで、地区音響制御用の電源供給ラインＬ１を通じて地区音響装置に駆動電源を
供給するが、無電圧出力選択用ジャンパー接続部ＪＥにジャンパー部材を取り付け、更に
、それぞれの端子Ｔ６～Ｔ１０に設けた電源ライン切替用ジャンパー接続部ＪＳ１～ＪＳ
５の４ピンと６ピンとにジャンパー部材を取り付けると、非常放送接続端子として機能し
て、火災警報の出力時に、制御接点Ｒ１を閉じることで、非常放送設備に無電圧接点信号
を出力する。
【００１６】
一方、それぞれの端子Ｔ６～Ｔ１０に設けた電源ライン切替用ジャンパー接続部ＪＳ１～
ＪＳ５の５ピンと６ピンとにジャンパー部材を取り付けると、防排煙端末接続端子として
機能し、火災警報の出力時に、制御接点Ｒ１を閉じることで、防排煙制御用の電源ライン
Ｌ２を通じて防排煙端末装置に駆動電源を供給する。
【００１７】
無電圧接点出力端子Ｔ１６，Ｔ１７のそれぞれは、非常放送接続端子として機能しており
、前述したジャンパー部材の取り付け位置にかかわらず、火災警報の出力時に、制御接点
Ｒ３を閉じることで、非常放送設備に接点信号を出力するようになっている。
なお、図２には、ジャンパー接続部におけるジャンパーの取付構造の一例を示しており、
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ここでは、電源ライン切替用ジャンパー接続部ＪＳ１～ＪＳ５の４ピンと６ピンとの間に
ジャンパー部材（コネクタ）Ｊを付け替えて取り付ける様を示している。
【００１８】
このような構成にすることによって、本発明によれば、防災受信機１の出力端子の概略構
成は、例えば、図３に示すようになり、従来例に示すような、余分な出力端子Ｔ１１～Ｔ
１５（図６参照）が省け、それに伴って、制御接点も省くことができるので、それらを設
けるプリント基板および防災受信機のサイズを小型化し、製造コストも軽減できる。
【００１９】
【発明の効果】
以上の説明からも理解できるように、本発明の請求項１～３に記載の有電圧、無電圧出力
の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機では、電源ライン切替用ジャンパー接続
部におけるジャンパー部材の取り付け位置に応じて、有電圧接点出力端子を、地区音響装
置の接続端子として機能させるか、防排煙端末の接続端子として機能させるかを任意に選
択設定することができる。
【００２０】
そのため、従来のように、地区音響や非常放送設備の接続端子と防排煙端末装置の接続端
子とを２種類設けて、一方の接続端子に装置に接続すると、他方の端子が余るということ
がなくなる。
請求項４に記載の有電圧、無電圧出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機で
は、無電圧接点出力端子には、非常放送設備が接続される構成にしているので、火災警報
の出力時には、無電圧接点出力端子を介して、非常放送設備に接点信号を出力して作動さ
せることができる。
【００２１】
請求項５に記載の有電圧、無電圧出力の選択設定可能なフレキシブル対応型防災受信機で
は、その出力端子に、地区音響装置と、防排煙端末装置とを接続した複合受信機として構
成されているので、火災警報の出力時に、自火報システムや防排煙連動システムとして任
意に選択して使用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の防災受信機の要部をなす出力端子と、電源供給ラインとの関係を示す電
気的な系統図である。
【図２】ジャンパー接続部におけるジャンパー部材の一例を示す図である。
【図３】防災受信機における出力端子の構成を概略的に示す図である。
【図４】防災受信機の基本構成の概略説明図である。
【図５】従来の防災受信機における出力端子と、電源供給ラインとの関係を示す電気的な
系統図である。
【図６】従来の防災受信機における兼用出力端子の概略構成を示す図である。
【符号の説明】
１・・・防災受信機
Ｌ１・・・第１の電源供給ライン
Ｌ２・・・第２の電源供給ライン
ＪＢ・・・有電圧出力選択用ジャンパー接続部
ＪＥ・・・無電圧出力選択用ジャンパー接続部
ＪＳ１～ＪＳ５・・・電源ライン切替用ジャンパー接続部
Ｊ・・・ジャンパー部材
Ｔ１～Ｔ１０・・・有電圧接点出力端子
Ｔ１６，Ｔ１７・・・無電圧接点出力端子
Ｖ・・・電源
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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